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図 5:main:1,RPA(Q訂,Qy,7T,0);inse t:i,RPA(7T,7r- 6,QZ,0);XRPA- x /(1-Ul,); 6-7T/8
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図 6:XRPA(7T,7r-6,7T,LJ);realpart(solidline)imaginarypart(dashedline)
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5 DiscussionandConclusion
self-consistentな解が得られたことにより反強磁性スピン揺らぎと超伝導揺らぎが共存する状態
が安定となることが分かった｡さらに､その両方の効果によりFermi面の(士7r,0),(0,士7r)付近で
の散乱が増大して状態密度が抑えられることが明らかになった｡しかしながら､温度が高く超伝
導不安定性の生じる領域には十分近付いていないためにpeudogapは生じなかった｡
今後の解析では､より低い温度での計算やtzを変化させて次元性が電子状態に与える影響を調
べることにより､pseudogapの生じる条件を探索する｡また､Tcを計算して実験によって得られ
ている相図を再現したい｡
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